Chromatography

Review / Focusing Review / Mini Review / Original Paper / Short Communication / Technical Note
(Times New Roman 12pt) 1行空白を挿入
Title of the Paper – Times New Roman 16pt
(Times New Roman 16pt) 1行空白を挿入
First1 LAST1*1, First2 LAST22, First3 LAST31 – Times New Roman 12pt
1Graduate School of Engineering, The University of Chromatography, 1-1-1 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo 111-0001, Japan
2Faculty of Pharmaceutical Sciences, Separation University, 2-2-2 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka 222-0002, Japan
– Times New Roman 10pt Italic
(2 lines blank) to here, line spacing be 20pt
Abstract (in bold face Times New Roman 10pt)
In this section, a brief summary or abstract should be given in English with 200 to 300 words. The Times New Roman 10pt or similar font should be used and the line spacing be 12.5pt. – Abstractおよび本文中の，文と文の間のスペースは，半角スペース×1としてください。「ファイル」「オプション」「表示」「すべての編集記号を表示」にチェックを入れることで，「半角スペース」「全角スペース」「タブ」などを識別できるようになります。
(1 line blank)
Keywords: Example; Manuscript; Guideline
(2 lines blank) to here, line spacing be 12.5pt
[image: image1.emf]A+B+C

B

C

A

H 

/ 



m

u / mm s-1

1. はじめに（Times New Roman 10pt, bold）
本文は2段組とします。それぞれの段の幅は同じとし，間隔は1 cmとしてください。本文のフォントにはTimes New Roman (10pt)を使用し，原則両端揃え，行間隔（行送り）は12.5pt，最初の行の「字下げ」は1字としてください。
本文は適当なセクション（Introduction, Experimental, Results and Discussion, Conclusionsなど）に分けて記述し，各セクションの見出しには通し番号（1. Introductionなど）を付けてください。見出しのフォントにはTimes New Roman (10pt, bold)を使用してください。AcknowledgementsやConflict of Interestは，Referencesの前に記入してください。セクションとセクションの間には1行の空白行を挿入してください。各段右端での単語途中におけるハイホネーションは，編集過程でずれる可能性がありますので，避けてください。
なお，第1ページの脚注に著者代表の連絡先を記載してください。また，所属の変更などがあった場合には，適宜記載してください。
2. 電子ファイルによる投稿
2.1. ファイルの投稿

投稿は必ず電子ファイルにてお願い致します。MS-Wordを標準とします。特に最終稿ではWord形式で保存したファイルとPDF形式に変換したファイルの双方をお送りください。
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2.2. 編集委員会によるファイルの修正について

基本的に，著者の方にお送りいただいたPDFファイルをそのまま使用して印刷しますが，体裁が規程と大幅に異なる場合などには編集委員会で修整する場合もありますので予めご了承ください。印刷時の構成については編集委員会にご一任いただきます。
3. 図表など
3.1. 図表の貼り込みについて

図や表は原稿の適当な位置に貼り込んでください。大きさは印刷時に鮮明に読み取れることを念頭に置いて適宜ご判断ください。図，表の番号はFig. 1, Fig. 2あるいはTable 1, Table 2のようにしてください。
3.2. 図の作成法について

図のタイトルはTimes New Roman 9ptで記載して下さい。Fig. （半角スペース×1）1.（ここまでボールド）  （半角スペース×2）Amounts of・・・などとし，2行以上になる時には行間10pt，両端揃えとしてください（最終行は左揃え）。2行以上となるときは，2行目以降も左端から記載して下さい。図中で使用する文字等については特にフォントやサイズを指定致しませんが，印刷体として判別できる大きさにして下さい。なお，本文中における図の説明では，Fig. 1（ピリオドなし）などとしてください。図のタイトルはテキスト本文に記載するのではなく，テキストボックスに記入の上，挿入してください。テキストボックスの幅は本文のカラ


ム幅と同じになるようにし，テキストボックスと文字
列の間隔を左右とも0 mmに設定してください。
3.3. 表の作成法について

表についても，タイトルはTimes New Roman 9ptで記載して下さい。Table （半角スペース×1）1.（ここまでボールド）  （半角スペース×2）Distribution of・・・などとし，2行以上になる時には行間10pt，両端揃えとしてください（最終行は左揃え）。2行以上となるときは，2行目以降も左端から記載して下さい。表中で使用する文字等については特にフォントやサイズを指定致しませんが，印刷体として判別できる大きさにして下さい。脚注も同様にTimes New Roman 9ptで記載し，2行以上になる時には行間10pt，両端揃えとしてください（最終行は左揃え）。なお，本文中における表の説明では，Table 1（ピリオドなし）などとしてください。表のタイトル，および，説明は，テキスト本文に記載するのではなく，テキストボックスに記入の上挿入してください。テキストボックスの幅は本文のカラム幅と同じになるようにし，テキストボックスと文字列の間隔を左右とも0 mmに設定してください。
3.4. 図表の貼り付け方について

説明文も含めて図表は，本テンプレートに示す様に，挿入個所に対して空白行を挿入し，その空白行でできたスペースの上に「文字列の折り返し：前面」で挿入してください。
幅が広い図，表を張り付ける際には，「レイアウト」「区切り」「セクション区切り：現在の位置から開始」を二回用い，セクション区切りとセクション区切りの間の「段組み」を「一段」として張り付けてください。「ファイル」「オプション」「表示」「すべての編集記号を表示」でセクション区切りを確認することができます。幅広の図を張り付ける際には、図のタイトル・説明はFig. 1の様に，テキストボックスの幅が本文のカラム幅と異なる形式でも問題ありません。



3.5. ギリシャ文字について

本文，および，図表の説明文・脚注中のギリシャ文字であるα, β, (などは，Symbolフォントを用いるのではなく，「挿入」「記号と特殊文字」「フォント：Times New
Roman」で「種類：ギリシャおよびコプト」から選択してご利用ください。

3.6. 物理量の単位について

物理量の単位については，100 mg，18.1 Å，27 °C，50 %のように，数値の単位の間に，半角スペース×1を挿入してください。
引用文献
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Fig. 1.  Enantioselective separations of amino acids in the plasma using the 2D LC-MS/MS system.





Table 1.  Comparison of the properties of the column used in this experiment with those used in previous works.


#�
Length [mm]�
d.p.*1 [μm]�
Pore size [Å]�
Inner diameter [mm]�
H*2 [μm]�
Reference�
�
ODS1�
100�
2.2�
100�
1.0�
6.1�
[1]�
�
ODS2�
150�
3.0�
80�
2,1�
10.3�
[2]�
�
Si1�
100�
2.2�
100�
1.0�
5.2�
[3]�
�
Si2�
150�
3.0�
80�
2.1�
5.4�
this work�
�
*1 Particle diameter.


*2 Theoretical plate height of t0 marker.





Fig. 2.  Typical relationship between flow rate, u, and theoretical plate height, H.





Table 2.  Properties of the columns used in this experiment.


#�
Length [mm]�
d.p.*1 [μm]�
Pore size [Å]�
�
ODS1�
100�
2.2�
100�
�
ODS2�
150�
3.0�
80�
�
Si1�
100�
2.2�
100�
�
Si2�
150�
3.0�
80�
�
*1 Particle diameter.








